
知ることでまちをどんどん好きになる

自分が暮らすまちには、どんな人が住んでいるのでしょう
同じまちに住んでいるけれど、いつもは話すことがない私たち
自分とは違う状況の人たち同士が
一歩ずつ歩み寄り、交流する機会をつくります
自分が心地よいと感じる世界だけでなく
他の価値観の世界も見てみよう
違いを知ることが、自分の考えに気づくきっかけになるでしょう
助けることも助けられることも　気後れすることなくできる
共にいることが当たり前の未来を目指して
まずは「知る」ことからはじめませんか？
子どもたちに残していく未来が
他人を思いやり、多様性に開かれた
自分が自分らしく生きていける世界でありますように
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